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全身に伝わる感染緊急シグナル

植物は、一部の組織で病原菌の感染を受けると緊急シグナルを全身（systemic）に発

信し、未感染組織に防御態勢を準備（誘導）させることができます。感染シグナルを全身

に伝える伝達経路は、複数あることが知られており、代表的な経路を図3-3に示しました。

最もよく研究されているのが全身獲得抵抗性（systemic acquired resistance；

SAR）シグナル伝達経路です。SARは、過敏感反応をひきおこすような病原菌が感染する

と、感染の局所で生じたシグナル物質が篩管組織を経由して全身に移動し、結果として植

物がさまざまな病原菌に対して全身で抵抗性になる現象です。SARでは、植物ホルモン的

な成分であるサリチル酸が重要な役割を果たします。図3-4に示したように、サリチル酸

は、感染部位で蓄積するほかシグナルが伝えられた先の細胞でも蓄積します。サリチル酸

が蓄積すると、NPR1（PR蛋白質産生制御因子）、WRKY（転写制御因子）、PR－1、－2、

－5蛋白質などの遺伝子が順次誘導され、抵抗性が発現すると考えられています。

SARにおける全身移動性シグナル物質の正体は長い間ナゾでしたが、2007年にそれが

サリチル酸メチル（MeSA）であることが分かりました。感染部位でサリチル酸がメチル

エステル化されてMeSAとなり、移動先ではエステラーゼの働きによりMeSAが再びサリ

チル酸に戻るという仕組みも明らかとなりました（図3-4）。MeSAには消炎作用があり、

スポーツ後の筋肉痛を和らげるための鎮痛消炎剤「サロメチール®」などにも配合されてい

ます。MeSAは、植物の感染防御だけでなく私たちの肉体的ストレス解消にも役に立って

いる物質ということになります。その後、MeSAは揮発性であるため植物体内移動性の伝

達物質としては不適当であり、実際のシグナル物質は脂肪酸の仲間のアゼライン酸である

との論文が発表されました。また、SARについての研究は主としてナス科（タバコやトマ

ト）やアブラナ科（アラビドプシス；シロイヌナズナの学名）植物を用いて行われたもの

ですが、イネでは類似しているが少し異なったシグナル伝達系が機能していることも示唆

されています。いずれも今後の検証が必要です。

SAR以外の抵抗性誘導シグナル伝達経路としては、抗菌性蛋白質ディフェンシン

（PDF1.2）の蓄積をともなうものや、根における感染刺激が全身に伝えられる誘導全身抵

抗性（induced systemic resistance；ISR）が知られています（図3-3）。これらの抵抗

性誘導では、サリチル酸の蓄積は認められず、エチレンとジャスモン酸が関与するという

共通点があります。ジャスモン酸は、傷害シグナルの伝達にも関与する植物ホルモンです。
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図3-3　抵抗性反応誘導におけるシグナル伝達経路の概略
（赤字は、シグナル伝達経路が機能しなくなった変異植物体を示す。
これらの変異体を用いることでシグナル伝達経路が解明された） 

図3-4　サリチル酸メチル説による全身獲得抵抗性（SAR）の概要
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